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心
疾
患
　
施
策
・
指
標
マ
ッ
プ
（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
）

(
1
)
循
環
器
病
の
予
防
と
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

A
-
1

S
N
S
等
を
活
用
し
た
県
民
向
け
の
情
報
発
信
回
数

心
血
管
疾
患
の
発
症
が
減
少
し
て
い
る

(
2
)
保
健
､
医
療
及
び
福
祉
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

B
-
1

危
険
因
子
の
有
所
見
率
（
血
圧
、
L
D
L
、
B
M
I
、
血
糖
 
等
）

C
-
1

参
考
指
標
　
受
療
率
（
入
院
・
外
来
）

特
定
健
診
等
の
受
診
勧
奨
の
実
施

B
-
2

生
活
習
慣
の
状
況
（
喫
煙
率
、
食
塩
摂
取
量
、
野
菜
摂
取
量
、
運
動
習
慣
者
等
の
割
合
）

C
-
2

参
考
指
標
　
心
血
管
疾
患
の
入
院
患
者
数

A
-
2

特
定
健
診
受
診
率

特
定
健
診
有
所
見
者
へ
の
保
健
指
導
の
実
施

A
-
3

特
定
保
健
指
導
実
施
率

県
民
に
対
す
る
急
性
心
筋
梗
塞
の
症
状
、
発
症
時
の
対
処
法
の
普
及
啓
発

②
救
急
体
制
の
整
備

A
-
4

心
肺

機
能

停
止

傷
病

者
全

搬
送

人
数

の
う

ち
、

一
般

市
民

に
よ

り
除

細
動

が
実

施
さ

れ
た

件
数

発
症
後
、
速
や
か
に
救
急
要
請
・
搬
送
が
行
わ
れ
て
い
る

心
血
管
疾
患
の
年
齢
調
整
死
亡
率
が
減
少
し
て
い
る

A
-
5

S
N
S
等

を
活

用
し

た
県

民
向

け
の

情
報

発
信

回
数

（
再

掲
）

B
-
3

救
急
要
請
（
覚
知
）
か
ら
医
療
機
関
へ
の
収
容
ま
で
に
要
し
た
平
均
時
間
（
分
）

C
-
3

心
疾
患
の
年
齢
調
整
死
亡
率

救
急
搬
送
体
制
の
整
備
・
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
充
実

C
-
4

虚
血
性
心
疾
患
の
年
齢
調
整
死
亡
率

A
-
6

救
急

救
命

士
が

同
乗

し
て

い
る

救
急

車
の

割
合

（
救

急
隊

の
う

ち
救

命
士

常
時

運
用

隊
の

比
率

）

心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患
の
急
性
期
医
療
に
対
応
で
き
る
体
制
の
整
備

心
血
管
疾
患
の
急
性
期
医
療
の
質
が
確
保
さ
れ
て
い
る
（
早
期
の
専
門
的
治
療
の
開
始
）

③
医
療
提
供
体
制
の
整
備

A
-
7

循
環
器
内
科
医
師
数
、
心
臓
血
管
外
科
医
師
数

B
-
4

来
院
後
9
0
分
以
内
の
冠
動
脈
再
開
通
達
成
率

A
-
8

心
臓
内
科
系
集
中
治
療
室
（
A
A
Ｕ
）
を
有
す
る
医
療
機
関
数

合
併
症
や
再
発
予
防
の
た
め
の
適
切
な
医
療
が
確
保
さ
れ
て
い
る

A
-
9

心
臓
血
管
外
科
手
術
が
可
能
な
医
療
機
関
数

B
-
5

慢
性
心
不
全
の
再
発
を
予
防
す
る
た
め
の
ケ
ア
に
従
事
し
て
い
る
看
護
師
数

急
性
期
か
ら
回
復
期
、
維
持
期
の
医
療
を
行
う
医
療
従
事
者
と
の
連
携

B
-
6

歯
周
病
専
門
医
が
在
籍
す
る
医
療
機
関
数

④
在
宅
療
養
に
向
け
た
整
備

A
-
1
0
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
可
能
な
医
療
機
関
数

B
-
7

入
院
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
件
数

A
-
1
1
訪
問
診
療
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
数

B
-
8

外
来
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
件
数

A
-
1
2
訪
問
看
護
事
業
所
の
従
事
者
数

B
-
9

心
不
全
地
域
連
携
パ
ス
・
手
帳
の
発
行
数

A
-
1
3
訪
問
薬
剤
指
導
を
実
施
す
る
薬
局
数
・
事
業
所
数

多
職
種
が
連
携
し
た
療
養
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る

B
-
1
0

心
不
全
地
域
連
携
パ
ス
・
手
帳
の
発
行
数
【
再
掲
】

⑤
緩
和
ケ
ア
の
提
供
体
制
の
充
実

A
-
1
4

心
不
全
緩
和
ケ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
受
講
者
数

治
療
の
初
期
段
階
か
ら
適
切
な
｢
緩
和
ケ
ア
｣
又
は
A
A
P
(
人
生
会
議
)
が
行
わ
れ
て
い
る

C
-
5

健
康
寿
命

(
3
)
患
者
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

C
-
6

参
考
指
標
　
在
宅
等
生
活
の
場
に
復
帰
し
た
患
者
の
割
合

循
環
器
病
に
関
す
る
情
報
提
供
、
相
談
支
援
体
制
の
整
備

②
循
環
器
病
後
遺
症
を
有
す
る
者
へ
の
支
援

相
談
支
援
体
制
の
充
実

A
-
1
5

両
立
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
基
礎
研
修
の
受
講
者
数

小
児
か
ら
成
人
期
に
か
け
て
必
要
な
医
療
を
切
れ
目
な
く
行
え
る
医
療
・
保
健
・
福
祉
体
制
の
整
備

C
　
目
的

危
険
因
子
の
管
理
が
で
き
て
い
る

Ｂ
　
目
標

心
血
管
疾
患
患
者
が
日
常
生
活
の
場
で
質
の
高
い
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
て
い
る

急
性
期
か
ら
合
併
症
や
再
発
予
防
の
た
め
の
継
続
し
た
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
実
施
さ
れ
て
い
る

発
症
予
防
の
た
め
の
生
活
習
慣
の
改
善
や

危
険
因
子
に
関
す
る
普
及
啓
発

循
環
器
病
の
予
防
と
適
切
な
生
活
習
慣
等
の
普
及
啓
発

多
職
種
連
携
・
地
域
連
携
の
下
、
適
切
な
緩
和
ケ
ア
を
治
療
の
初
期
段
階
か
ら
推
進

循
環
器
病
の
後
遺
症
（
手
足
の
麻
痺
、
失
語
症
、
高
次
機
能
障
害
）
に
応
じ
た
相
談
支
援
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

急
性
期
か
ら
の
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

医
療
・
介
護
及
び
福
祉
の
連
携
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

取
組
む
べ
き
施
策

①
循
環
器
病
を
予
防
す
る
健
診
の
普
及
や

取
組
の
推
進

③
仕
事
と
治
療
の
両
立
支
援
、
就
労
支
援

④
小
児
・
若
年
期
か
ら
配
慮
が
必
要
な
循
環

器
病
へ
の
対
策

Ａ
　
個
別
施
策

①
適
切
な
情
報
提
供
、
社
会
連
携
に
基
づ
く

相
談
支
援

危
険

因
子

（
高

血
圧

、
糖

尿
病

、
脂

質
異

常

症
、

肥
満

症
、

慢
性

腎
臓

病
、

心
房

細
動

）

の
適

切
な

管
理

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


